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弓野綾タンザニアワーカーの活動を紹介します。

慢性疾患外来の充実と、

病院の人材育成を目指して。
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2
0
1
5
年

4
月
か
ら
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
赴
任
し
た
弓
野

綾
ワ

l
力

l
(医
師
)
の
任
期
が
残
り
1
年
と
な
り
ま
し

た
。
弓
野
ワ

l
力
ー
は
タ
ボ
ラ
大
司
教
区
保
健
事
務
所

(
T

A
H
O
)
に
派
遣
さ
れ
、

T
A
H
O
と、

T
A
H
O傘
下

の
保
健
医
療
施
設
の

1
つ
で
あ
る
聖
ア
ン
ナ
・
ミ
ッ
シ
ョ

ン
病
院
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
聖
ア
ン
ナ
・

ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
で
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

ベ/_/ノ三_/.丙 I-~./しメ、フンlフ

タ
ン
ザ
ニ
ア
と
夕
、
ボ
ラ
州
の

保
健
医
療
事
情

タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
経
済
の
成
長
に

作
い
、
保
健
医
療
分
野
の
改
善
が
み
ら

れ
る
も
の
の
、
依
然
多
く
の
保
健
医
療

の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

出
生
時
の
平
均
余
命
は

1
9
9
0

年
に
は
卯
歳
で
し
た
が

2
0
1
5
年
に

は

ω歳
ま
で
延
び
ま
し
た
(
日
本
の

千
均
余
命
制
歳
)
。

5
歳
未
満
児
死
亡

ギ
も

1
9
9
0
年
に
は

1
6
5
で
し
た

が、

2
0
1
5
年
に
は
却
ま
で
低
下
し

ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
ま
だ
こ
の

値
は
世
界

1
9
7
カ
国
の
中
で
必
番
目

の
高
さ
で
す
。
妊
産
婦
死
亡
率
、

H
I

V
感
染
率
も
共
に
高
い
数
値
と
な
っ
て

い
ま
す

(
2
0
1
6
年
一

U
N
I
C
E

F
)
。

F日i つ 一斗二"___ 

J
O
C
S
が
活
動
を
行
っ
て
い
る

タ
ボ
ラ
州
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
内
陸
部
に
位

置
し
、
住
民
の
多
く
は
小
規
模
な
農
業

や
牧
畜
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
す
。
住

民
の
中
に
は
マ
ラ
リ
ア
や

H
I
V
/
A

I
D
S
な
ど
の
感
染
症
に
苦
し
む
人
た

ち
が
多
く
、
ま
た
下
痢
症
な
ど
不
衛
生

な
水
の
利
用
に
よ
る
水
因
性
疾
病
も
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
民
の
中
に
は
、
近
く
に
医
療
施

設
の
な
い
人
が
多
く
い
ま
す
。
農
業
や

牧
畜
で
得
ら
れ
る
現
金
収
入
は
限
ら
れ

て
い
る
た
め
、
治
療
費
や
病
院
に
行
く

ま
で
の
交
通
費
が
工
面
で
き
ず
、
重
症

化
す
る
ま
で
医
療
施
設
で
診
察
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
手
遅
れ
に
な
っ

て
し
ま
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

タ
ボ
ラ
州
で
は
、
人
口

1
万
人
当
た
り

の
灰
療
施
設
数
が

1
・
5
、
医
師
の
数

が

0
・
2

6
人
、
看
護
師
助
産
師
の
数

が

2
・
1
人
で
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
全
部
州

の
う
ち
下
か
ら

2
番
目
と
い
う
低
い
水

準
で
す
。
束
ア
フ
リ
カ
で
も
最
も
保
健

医
療
が
行
き
渡
ら
な
い
地
域
の
ひ
と
つ

で
す

(
2
0
0
7
年
一

W
H
O
)
。
病

院
、
医
薬
品
、
医
療
人
材
な
ど
全
て
が

不
足
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
炭
水
化

物
中
心
の
食
習
慣
や
生
活
習
慣
の
変
化

に
よ
る
運
動
不
足
な
ど
が
原
因
で
、
糖

尿
病
、
高
血
圧
な
ど
慢
性
疾
患
が
増
え

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
病
気
の
治
療
や
、

こ
れ
ら
の
病
気
に
対
す
る
病
院
ス
タ
ッ

フ
の
ケ
ア
能
力
の
向
上
も
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

弓
野
ワ

l
力

l
の
活
動
内
容

弓
野
ワ

l
カ
l
は、

2
0
1
5
年
4

月
に
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
赴
任
し
、
ダ
ル
エ

※

1

出
生
時
か
ら
満

5
歳
に
達
す
る

H
ま
で

に
死
亡
す
る
確
率
。
出
生

1
0
0
0
人
あ
た

り
の
死
亡
数
で
去
す
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聖アンナ・ミッション病院 ス
サ
ラ

l
ム
で
の

3
カ
月
の
語
学
研
修

を
経
て
、
同
年

7
月
か
ら
タ
ボ
ラ
大
司

教
区
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
語
学
研
修

中
に
は
、
そ
の
後
の
活
動
で
使
用
す
る

た
め
、
ス
ワ
ヒ
リ
語
・
日
本
一
諸
・
英
語

の
医
療
用
語
辞
典
を
作
成
し
、
携
帯
端

本
で
使
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

弓
野
ワ

l
カ

l
が
活
動
し
て
い
る

聖
ア
ン
ナ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
で
は
、

マ
ラ
リ
ア
、
肺
炎
、
重
症
貧
血
(
マ
ラ

リ
ア
、
低
栄
養
、

H
I
V
な
ど
に
よ
る
)

の
患
者
が
特
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

2
0
1
5
年
に
は
新
病
棟
が
完
成
し
、

よ
り
充
実
し
た
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

地
域
の
人
た
ち
に
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
、
弓
野
ワ

l
ヵ
ー

は
、
こ
の
聖
ア
ン
ナ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病

院
で
週
に

4
日
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
一

緒
に
病
棟
回
診
や
外
来
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。
一
緒
に
働
く
現
地
ス
タ
ッ
フ

概要

|病床数 50床

!外来患者 月間2，000人超

|外来診療科目
一般、救急、周産期、
HIV感染治療

一一
入院施設 成人、周産期、小児

iその他の施設 検査棟、手術室
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の
中
に
は
、

J
O
C
S
の
奨
学
金
で
研

修
を
受
け
た
人
も
多
く
い
ま
す
。
病
棟

回
診
で
は
、
主
に
救
急
外
来
で
の
受
診

後
に
入
院
し
た
患
者
の
、
経
過
の
把
握

と
診
療
に
関
す
る
助
言
を
行
っ
て
い
ま

す
。
タ
ボ
ラ
へ
の
赴
任
直
後
は
、
他
の

医
師
と
一
緒
に
診
察
を
行
い
、
タ
ボ
ラ

に
適
し
た
治
療
や
診
断
法
を
学
び
な
が

ら
、
マ
ラ
リ
ア
や
下
痢
症
、
周
産
期
合

併
症
な
ど
タ
ボ
ラ
に
多
い
症
例
を
経
験

し
、
弓
野
ワ

l
カ
l
自
身
が
対
応
で
き

る
診
療
範
囲
を
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
弓
野
ワ

l
カ
l
単
独
で
診
療
を
行

う
よ
う
に
な
り
、
ま
た
内
科
疾
患
な
ど

が
複
雑
症
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
き
た

場
合
な
ど
、
必
要
な
際
に
は
他
の
医
師

に
助
二
一
一
口
も
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

診
療
に
加
え
、
病
院
で
毎
朝
行
わ
れ

て
い
る
症
例
検
討
会
で
は
、
診
療
上
の

助
言
も
行
っ
て
い
ま
す
。
他
の
医
師
か

ら
「
心
電
図
読
影
を
学
び
た
い
」
と
い

う
要
望
が
あ
っ
た
た
め
、
週
に

2
回
心

電
図
勉
強
会
を
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

外
国
か
ら
寄
付
さ
れ
た
心
電
図
の
機
械

が
故
障
し
、
そ
の
後
修
理
し
た
も
の
の

今
度
は
結
果
を
印
刷
す
る
感
熱
紙
の
在

庫
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
タ

ン
ザ
ニ
ア
国
内
で
は
そ
の
感
熱
紙
を
入

子
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
し
ば
ら
く
の

間
心
電
図
の
検
査
が
で
き
ず
、
勉
強
会

も
中
断
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
7
年
3

月
に
よ
う
や
く
感
熱
紙
が
入
手
で
き
、

検
査
を
再
開
し
ま
し
た
。

慢
性
疾
患
外
来
の
開
始

タ
ボ
ラ
で
は
、
糖
尿
病
、
高
血
任
、

心
不
全
な
ど
の
慢
性
疾
患
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
聖
ア
ン
ナ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病

院
で
多
い
病
気
は
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
感

染
症
で
す
が
、
病
棟
や
救
急
外
来
の
重

症
者
の
中
に
は
、
高
血
圧
や
心
臓
の
病

気
、
糖
尿
病
患
者
が
増
え
て
お
り
、
そ

の
死
亡
率
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
病

院
に
来
る
ま
で
そ
の
よ
う
な
病
気
が
あ

る
と
知
ら
な
か
っ
た
人
も
た
く
さ
ん
い

弓野ワーカーの

自由

走旦床卒。ごて'1"/
¥¥O'品ノ/

朝食 1、'/

自転車で畠重力

6:30 

7:00 

7: 3 0 

午前

午前

前
川
前
川

午

午
朝会

症例怜討会

8:00 

8: 3 0 前
川
前
川

午

午
救急外来的診療開始

戚人ま t:I主小児病棟回診の支援

病院裏の修進院にマ休憩.

診療

9:00 

午前 11:3 0 

0・00午後

ま
す
。
弓
野
ワ

l
カ
l
が
同
病
院
で
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
慢
性
疾
患
の
治
療
を

受
け
て
い
な
い
人
や
、
治
療
を
中
断
し

て
し
ま
っ
た
人
が
非
常
に
多
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

慢
性
疾
患
の
治
療
を
適
切
に
受
け

ら
れ
る
忠
者
が
、
ま
ず
は
聖
ア
ン
ナ
・

ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
で
、
ひ
い
て
は
タ
ボ

ラ
全
域
で
増
え
る
こ
と
を
目
標
に
、

2
0
1
6
年

4
月
に
聖
ア
ン
ナ
・
ミ
ッ

シ
ョ
ン
病
院
内
に
慢
性
疾
患
外
来
が
立

ち
上
げ
ら
れ
、
弓
野
ワ

l
ヵ
ー
は
そ
こ

で
診
療
を
始
め
ま
し
た
。
目
標
を
達
成

す
る
た
め
、
(
④
新
規
の
慢
性
疾
患
で
の

受
診
患
者
を
増
や
す
こ
と
、
(
②
慢
性
疾

病院裏の修i蓮院にマ昼食3:00 急

変

急

車
A

皐
叉

午

午

午
自室で休憩、 まt:I主スワヒ I}語講座、

運動、聖歌隊練習など・に参加 ハ

〈む宮

i邑重力3: 3 0 

4:00 

掃除入i谷、洗濯、5:30 午後

大司教区食堂にマ夕食7:00 午後

原稿執筆勉強、メー Jレチェッ 7、8:00 午後

病院で使う資料の作戚など -J  Z 

(()] 
就寝午後 11:00 
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患
患
者
に
継
続
し
て
治
療
を
受
け
て
も

ら
う
こ
と
、
一
3
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
慢
性

疾
患
ケ
ア
能
力
向
上
の

3
つ
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

④
新
規
受
診
患
者
を
増
や
す
取
り
組
み

弓
野
ワ

l
カ

l
は
、
通
常
の
外
来

診
療
で
慢
性
疾
患
の
患
者
を
発
掘
す
る

た
め
、
簡
易
版
の
院
内
紹
介
状
を
作
っ

て
一
般
外
来
の
診
察
宅
、
救
急
外
来
な

ど
に
置
き
、
慢
性
疾
患
の
患
者
を
院
内

で
慢
性
疾
患
外
来
へ
紹
介
す
る
仕
組
み

を
作
り
ま
し
た
。
慢
性
疾
患
の
患
者
に

き
ち
ん
と
治
療
を
受
け
る
機
会
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
病
院
に
来
る
患
者
の

中
に
慢
性
疾
患
の
患
者
が
存
在
す
る
と

い
う
こ
と
を
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
自
身
が

意
識
す
る
の
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
6
年

4
月
の
慢
性
疾
患
外
来
開

始
か
ら
ロ
月
ま
で
の

9
カ
月
間
に
、

2
3
3
名
が
新
規
患
者
と
し
て
慢
性
疾

2017年4月lOH
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健
康
教
室
で
の
弓
野
ワ
l
力

|

患
外
来
に
登
録
し
ま
し
た
。
少
し
で
も

治
療
を
受
け
や
す
く
す
る
た
め
、
無
保

険
の
人
は
無
料
で
診
察
し
て
い
ま
す
こ

週
1
回
の
慢
性
疾
患
外
来
に
は
、
毎

回
初

l
G名
が
受
診
し
て
い
ま
す
。
慢

性
疾
患
の
患
者
に
継
続
し
て
治
療
を
乏

け
て
も
ら
う
た
め
、
弓
野
ワ

l
ヵ
l
は

様
々
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ

と
つ
は
健
康
教
室
で
す
。
診
察
開
始
ま

で
の
日
分
ほ
ど
の
時
間
に
、
他
の
病
院

ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
、
病
気
の
特
徴
と

治
療
、
治
療
を
継
続
す
る
こ
と
の
重
要

性
、
生
活
す
る
上
で
の
注
意
点
な
ど
を

伝
え
て
い
ま
す
。
慢
性
疾
患
外
来
で
弓

野
ワ

l
ヵ
!
と
一
緒
に
働
く
栄
養
士
の

モ
ニ
カ
さ
ん
が
食
事
療
法
に
つ
い
て
説

明
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
慢
性

疾
患
外
来
の
壁
に
は
、
生
活
習
慣
の
改

善
、
毎
日
の
服
薬
、
定
期
的
な
通
院
な

ど
の
重
要
性
を
説
い
た
ポ
ス
タ
ー
を
貼

り
、
患
者
へ
の
啓
発
も
行
っ
て
い
ま
す
。

当
初
弓
野
ワ

l

カ

l
は
、
早
期
に

病
気
を
発
見
し
、

患
者
に
早
期
に
治

療
を
始
め
て
も
ら

う
た
め
、
聖
ア
ン

ナ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン

病
院
で
健
康
診
断

を
行
い
、
診
断
や

食
事
療
法
に
つ
い
て
話
す
モ
二
力
さ
ん

治
療
を
受
け
て
い
な
い
新
規
の
慢
性
疾

忠
患
者
を
発
見
す
る
こ
と
も
目
指
し
て

い
ま
し
た
。
健
康
診
断
を
受
け
た
い
人

は
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
慢
性
疾
患
の

検
食
と
し
て
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
尿
酸

を
測
る
の
は
非
常
に
高
額
で
す
。
検
査

を
し
て
保
険
が
お
り
な
か
っ
た
場
合

は
、
そ
の
費
用
を
聖
ア
ン
ナ
・
ミ
ッ
シ
ョ

ン
病
院
が
負
担
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
安
価
に
計
測
で
き
る

※

2
 

B
M
I
や
血
圧
、
血
糖
値
な
ど
で
代
替

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

②
継
続
治
療
の
た
め
の
取
り
組
み

慢
性
疾
患
外
来
を
始
め
た
頃
は
、

診
察
予
約
日
に
患
者
が
き
ち
ん
と
受
診

せ
ず
、
治
療
を
継
続
で
き
な
い
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
弓
野
ワ

l
カ
l
が

モ
ニ
カ
さ
ん
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

「

1
カ
月
後
の
予
約
は
忘
れ
て
し
ま
う

か
ら
、
予
約
日
の
前
日
に
携
帯
電
話
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
ら
よ
い
の
で

は
」
と
助
一
一
一
一
目
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
助
言

ど
お
り
に
、
対
象
と
な
る
患
者
の
携
帯

電
話
に
一
斉
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て

み
た
と
こ
ろ
、

8
割
の
人
が
き
ち
ん
と

診
察
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

慢
性
疾
患
外
来
を
開
始
し
た

4
月

に
は
再
診
患
者
は

7
名
で
し
た
が
、
ロ

月
に
は

1
5
5
名
ま
で
増
え
ま
し
た
。

病
院
全
体
で
の
慢
性
疾
患
の
年
間
受
診

件
数
も

2
0
1
5
年
の

1
9
8
6
名
か

ら
2
0
1
6
年
に
は

3
0
9
2
名
へ
、

約

1
0
0
0
名
増
え
ま
し
た
。
受
診
す

る
患
者
の
数
が
増
え
た
だ
け
で
な
く
、

継
続
し
て
通
院
し
て
い
る
患
者
の
平
均

血
圧
に
も
改
善
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

患
者
数
が
増
え
、
弓
野
ワ

l
ヵ
ー
だ

け
で
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

き
た
時
、
同
じ
病
院
で
働
く
フ
ラ
ン
シ

ス
医
師
が
慢
性
疾
患
外
来
で
働
く
こ
と

を
希
望
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
で
は
、

弓
野
ワ

l
カ
l
に
加
え
、
フ
ラ
ン
シ
ス

医
師
、
モ
ニ
カ
さ
ん
、
看
護
師
の

4
人

体
制
と
な
り
、
必
要
に
応
じ
て
聖
ア
ン

ナ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
院
長
の
シ
ス

タ
ー
-
シ
ャ
イ
ニ

l
医
師
も
加
わ
り
、

長
期
的
に
継
続
で
き
る
よ
う
な
外
来
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
慢
性
疾
患

外
来
の
患
者
数
は
増
え
続
け
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

2
0
1
7
年

3
月
か
ら
慢
性
疾
患
外
来

が
週

1
同
か
ら

2
回
に
増
や
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
聖
ア
ン
ナ
・
ミ
ッ

シ
ョ
ン
病
院
で
慢
性
疾
患
の
治
療
を
適

切
に
受
け
ら
れ
る
患
者
が
さ
ら
に
増
え

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※ 

2 

回

Z
-
H
字
問
(
片
岡
)

年
同
州

(E)に
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⑧
病
院
ス
タ
ッ
フ
の

慢
性
疾
患
ケ
ア
能
力
の
向
上
の
た
め
に

将
来
的
に
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
だ
け

で
活
動
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
弓
野

ワ
l
カ
l
は
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
慢
性
疾

患
ケ
ア
能
力
の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
院
内
紹
介
シ
ス
テ
ム
の
導
入

や
慢
性
疾
患
外
来
へ
の
保
健
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
増
員
な
ど
に
よ
っ
て
、
慢
性

疾
患
の
外
来
患
者
が
増
え
て
い
る
こ
と

を
病
院
ス
タ
ッ
フ
に
周
知
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
は
慢
性
疾
患
外
来

で
勤
務
す
る
医
師
に
カ
ル
テ
の
適
切
な

記
入
の
仕
方
を
伝
達
し
、
技
術
移
転
を

進
め
る
予
定
で
す
。

加
え
て
、
技
術
移
転
の
た
め
、
急
激

に
症
状
が
悪
化
す
る
こ
と
は
な
い
が
長

期
的
な
治
療
を
必
要
と
す
る
慢
性
期
の

治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
予
定

で
し
た
。
し
か
し
、
救
急
外
来
で
の
勤

務
を
通
じ
、
心
不
全
や
糖
尿
病
の
急
激

な
悪
化
な
ど
の
急
性
期
の
症
状
で
運
ば

れ
て
く
る
人
が
多
い
と
わ
か
り
、
急
性

期
の
治
療
も
教
え
た
方
が
良
い
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

治
療
頻
度
の
高
い

5
1
m
種
程
度
の
慢

性
疾
患
に
つ
い
て
、
急
性
期
と
慢
性
期

の
両
方
の
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
る

予
定
に
し
て
い
ま
す
。

J
O
C
S
の
元
奨
学
生
で
、
同
病
院
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「かかりつけ医」として、

患者さんが長く健康に暮らす

お手伝いをしています。

綾弓野

慢性疾曹、外来で診察する弓野ワー力一

タ
ン
ザ
ニ
ア
に
来
て

2
年
が
経
ち
ま

し
た
。
言
語
や
文
化
の
違
う
人
々
と
共

に
生
活
し
働
く
な
か
、
驚
き
も
悩
み
も

様
々
に
あ
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
日
本
で
は
意
識
し
な
か
っ
た
食
事

の
こ
と
で
す
ら
、
当
た
り
前
に
食
べ
ら

れ
な
い
人
が
多
く
、
私
の
で
き
る
こ
と

は
何
な
の
か
と
考
え
ま
す
。

活
動
の
中
で
驚
き
困
っ
た
こ
と
と
い

え
ば
、
カ
ル
テ
(
医
療
記
録
)
の
保
管

で
す
。
同
じ
患
者
さ
ん
に
カ
ル
テ
が
何

冊
も
あ
り
、
受
診
記
録
は
大
小
の
用
紙

に
順
不
同
で
書
か
れ
て
い
て
前
後
関
係

も
よ
く
わ
か
ら
ず
、
数
回
以
上
前
の
受

診
の
記
録
は
追
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
短
期
間
の
治
療
で
あ
れ
ば
こ

の
仕
組
み
で
も
対
応
で
き
ま
す
が
、
定

期
的
に
長
く
診
察
す
る
必
要
が
あ
る
妊

婦
・
小
児
健
診
、
ま
た

H
I
V
感
染
症

や
慢
性
疾
患
等
の
長
い
経
過
を
た
ど
る

病
気
の
治
療
に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

妊
婦
・
小
児
健
診
、

H
I
V
感
染
症
の

治
療
に
は
、
記
録
が
追
え
る
よ
う
に
そ

れ
ぞ
れ
特
別
な
カ
ル
テ
が
作
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
慢
性
疾
患
に
は
赴
任
当
初
、

そ
の
仕
組
み
は
な
く
、
結
果
的
に
患
者

さ
ん
の
治
療
が
継
続
さ
れ
ず
、
多
く
の

方
が
具
合
が
悪
く
な
っ
て
か
ら
来
院
し

て
い
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
慢
性
疾
患
を
持
つ
患
者

さ
ん
の
多
く
は
河
歳
以
上
で
す
が
、
タ

ン
ザ
ニ
ア
で
は
、
慢
性
疾
患
を
予
防
・

治
療
す
る
仕
組
み
が
弱
い
た
め
か
、
患

者
さ
ん
が
却

1
団
代
で
あ
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
す
。
救
急
外
来
や
病
棟
に
来

た
働
き
盛
り
の
患
者
さ
ん
が
心
不
全
や

脳
梗
塞
で
亡
く
な
る
と
、
大
家
族
が

ベ
ッ
ド
を
取
り
囲
ん
で
悲
し
み
に
暮
れ

ま
す

om代
前
半
の
お
子
さ
ん
が
「
し
っ

か
り
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
顔
で
涙
を

拭
い
て
説
明
を
聞
く
の
を
見
る
と
、
胸

が
痛
み
ま
す
。
私
自
身
、
日
本
で
家
庭

医
と
し
て
患
者
さ
ん
を
継
続
的
に
診

て
、
病
気
の
予
防
や
治
療
を
す
る
こ
と

を
訓
練
さ
れ
て
き
た
の
で
、
「
こ
の
よ

う
に
、
患
者
さ
ん
と
会
え
る
の
が
一
度

き
り
で
短
い
時
間
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

は
十
分
な
治
療
に
な
ら
な
い
」
と
悩
み
、

「
私
は
何
を
し
に
来
た
の
か
。
も
っ
と

夕
、
ボ
ラ
で
需
要
の
高
い
産
婦
人
科
・
小

児
科
な
ど
が
専
門
な
ら
と
も
か
く
、
私

の
力
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
」
と
泣
い
て
過
ご
す
夜
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
い
く
ら
日
本
人
が
良

い
仕
組
み
を
作
ろ
う
と
し
て
も
、
現
地

の
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
性
を
感
じ
ず
、
ま

た
維
持
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
砂
で

城
を
建
て
る
.
よ
う
な
も
の
で
、
私
が
い

な
く
な
っ
た
後
に
は
崩
れ
て
、
砂
地
に

一
民
る
だ
け
で
は
な
い
か
と
虚
し
く
な
る
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の
院
長
を
務
め
る
シ
ス
タ
ー
-
シ
ャ
イ

ニ
l
医
師
は
、
弓
野
ワ
l
カ
l
の
働
き

に
つ
い
て
、
「
慢
性
疾
患
外
来
を
開
始

し
、
慢
性
疾
患
患
者
が
継
続
し
て
診
察

を
受
け
に
く
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

心
不
全
が
悪
化
し
て
一
般
外
来
に
か
か

る
患
者
の
数
が
減
っ
て
い
ま
す
。
慢
性

疾
患
患
者
へ
の
手
厚
い
ケ
ア
の
成
果
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
弓
野
ワ

l
カ
l
の
活

動
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
命

を
救
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
弓
野

ワ
l
ヵ
ー
が
い
つ
も
人
材
育
成
の
視
点

を
持
っ
て
働
い
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

弓
野
ワ

l
ヵ
l
は
、
こ
れ
か
ら
、
残

り
の
任
期
も
T
A
H
O
で
の
仕
事
と
聖

ア
ン
ナ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
で
の
仕
事

の
両
方
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
中
で

も
特
に
、
慢
性
疾
患
の
治
療
を
適
切
に

受
け
ら
れ
る
患
者
が
増
え
る
よ
う
、
現

在
実
施
し
て
い
る
慢
性
疾
患
の
新
規
受

診
患
者
を
増
や
し
、
そ
し
て
そ
の
患
者

に
継
続
し
て
治
療
を
受
け
て
も
ら
え
る

よ
う
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
地
元
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で

慢
性
疾
患
外
来
を
続
け
て
い
け
る
よ

う
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
能
力
向
上
に
も

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

弓
野
ワ

l
ヵ
l
の
働
き
を
、
こ
れ
か

ら
も
お
支
え
く
だ
さ
い
。
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こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
光
の
当
た
ら
な
か
っ
た

慢
性
疾
患
の
患
者
さ
ん
の
健
康
改
善
の

た
め
に
、

2
0
1
6
年
の

4
月
か
ら
慢

性
疾
患
外
来
を
開
始
し
ま
し
た
。
外
来

を
定
期
的
に
開
き
、
専
用
カ
ル
テ
を
作

り
、
次
回
の
受
診
日
を
決
め
、
受
診
前

日
に
は
患
者
さ
ん
に
連
絡
す
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
最
初
は
十
数
人
だ
っ
た
患

者
さ
ん
も
増
え
、
今
で
は
ぬ
人
前
後
が

毎
週
受
診
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
慢
性
疾
患
外
来
を
始
め
て
何
よ
り

嬉
し
い
の
は
、
「
病
気
が
悪
く
な
る
前

に
防
げ
て
い
る
」
と
思
う
患
者
さ
ん
に

会
え
る
こ
と
で
す
。
心
不
全
で
入
院
し

て
い
た
患
者
さ
ん
が
回
復
し
元
気
に
通

院
す
る
姿
に
と
て
も
励
ま
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
受
診
す
る
患
者
さ
ん
と
は

病
気
以
外
の
暮
ら
し
の
話
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
夫
婦
や
親
子
で
か
か
る
方

た
ち
も
い
て
、
「
か
か
り
つ
け
医
」
と

し
て
患
者
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
に

働
い
て
い
る
と
い
う
意
識
が
持
て
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
患
者
さ
ん
が
増
え
る
に
つ
れ
、

一
緒
に
働
く
慢
性
疾
患
外
来
ス
タ
ッ
フ

の
意
識
が
変
わ
り
、
「
定
期
的
な
受
診

と
計
画
的
な
検
査
、
治
療
に
よ
っ
て
、

病
気
の
悪
化
が
防
げ
る
」
と
い
う
認
識

が
共
有
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

私
が
い
な
く
な
っ
た
後
も
外
来
を
継
続

的
に
運
営
す
る
に
は
、
ま
た
、
患
者
さ

ん
が
健
康
に
過
ご
す
に
は
ど
う
し
た
ら

良
い
か
と
い
う
視
点
を
持
っ
て
外
来
の

運
営
方
法
を
考
え
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

先
日
、
慢
性
疾
患
外
来
ス
タ
ッ
フ
の

会
議
が
初
め
て
持
た
れ
、
患
者
さ
ん
を

待
た
せ
な
い
仕
組
み
に
す
る
こ
と
、
患

者
さ
ん
が
通
い
や
す
い
場
所
に
外
来
を

設
け
る
こ
と
、
誰
で
も
簡
単
に
記
録
で

き
る
カ
ル
テ
に
す
る
こ
と
、
な
ど
を
目

指
し
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
外
来
を
週

2
日
に
増
や

し
、
患
者
さ
ん
の
通
い
や
す
い
一
般
外

来
の
そ
ば
に
診
察
室
を
設
け
る
こ
と
、

慢
性
疾
患
外
来
専
用
カ
ル
テ
を
簡
略
化

し
て
、
保
管
に
気
を
つ
け
つ
つ
病
院
カ

シャイ二ーと弓野ワー力一シスタ

ル
テ
と
統
合
す
る
こ
と
等
の
改
善
点
が

決
ま
り
ま
し
た
。

印
象
に
残
っ
た
の
は
、
私
が
反
対
を

恐
れ
て
改
善
策
を
な
か
な
か
言
え
な

か
っ
た
の
だ
と
知
っ
た
院
長
で
も
あ
る

シ
ス
タ
ー
・
シ
ャ
イ
ニ

i
が
、
「
怖
が

ら
な
い
で
。
私
た
ち
の
外
来
だ
か
ら
良

く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
く

れ
た
こ
と
と
、
私
が
外
来
を
休
む
予
定

の
日
に
、
運
営
が
心
配
で
予
約
患
者
さ

ん
を
減
ら
そ
う
と
し
た
ら
、
フ
ラ
ン
シ

ス
医
師
が
「
そ
れ
で
は
患
者
さ
ん
が
不

便
だ
ろ
う
。
大
丈
夫
、
あ
な
た
が
い
な

く
て
も
全
員
診
る
か
ら
、
任
せ
て
お
い

て
」
と
言
っ
て
、
実
際
に
診
察
し
て
く

れ
た
こ
と
で
す
。
変
化
を
怖
が
ら
な
い

こ
と
、
人
を
信
頼
し
て
任
せ
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。慢性疾患外来を担当するフランシス医師

、 冒 -_JIIfII{IfIIlIII併噌---
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